
（目的） 

通常学級には学習面や行動面の困難を含み多様な特性を

もつ児童生徒が在籍していることから、ユニバーサルデザイ

ンを取り入れた授業研究がなされているが、それぞれの生徒

の学びに向かう力の育成については未検討である（桂・石

塚・廣瀬・小貫, 2018）。本研究では、生徒が自らの学び方を

計画し、その結果を評価するセルフマネジメント（竹内・園山, 

2007）を基に、多様な特性をもつ生徒の学びに向かう力を育成

するための学習支援を検討する。 

（方法） 

図１ 本研究における学習支援 

①倫理的配慮：実践校の管理職に対して、文書により研究計

画、個人情報の保護、結果の公開に関する説明をし、許可を

得た上で研究を進めた。 

②時期・対象：Ⅹ年６月～12 月、Ａ市立中学校２年生 1 ク

ラス(31 名)で行った。対象生徒は特別な支援を必要とする

５名(障害の診断のある３名と校内判定２名)と事前評価・個

別面談から抽出した７名の 12 名であった。 

③事前評価・個別面談：クラス全員に英語の自己効力感（森

田・福屋・舩越, 2017）を基に作成した英語学習の状況を調

査し、特別な支援を必要とする生徒５名にはＬＤＩ－Ｒ（上

野・篁・海津, 2008）から学習面や行動面の困難を把握した。

これらを基に、個別面談を実施した。 

④学びの作戦シート：竹内・園山（2007）の示すセルフマネ

ジメントを参考に、学び方を計画、実行、評価をするための

「学びの作戦シート」を作成した。対象生徒は「得意なこと

やできていること」から学びの作戦の計画、実行、評価を行

った。教師は事前評価や個別面談、学校生活の行動観察を踏

まえ、対象生徒が学びの作戦を選択するのを支援した。 

⑤評価分析方法 

(1)英語の自己効力感に関する自己評価：事前 7月と事後 11

月に、10 項目５件法の評価を得て、変化を分析した。 

(2)学びの作戦シートと自己効力感の関連：対象生徒が記入

した実行と効果と自己効力感との関連を分析した。 

(3)社会的妥当性の評価：事後 12 月に、英語科担当教員、学

級担任、通級指導教室担当教員、管理職に、学習支援の有効

性に関する４項目５件法の評価を得て、分析した。 

（結果）  

(1)対象生徒の自己効力感に関する自己評価結果：事前から

事後で、10 項目中７項目の平均評価点が向上した。特に「５.

授業で自分の意見を言うことができる」と「７.授業で教わ

った内容を、きちんと覚えていられる」は有意に向上した。 

(2)学びの作戦シートの実行結果と自己効力感の変化の関

連：学びの作戦は実行され、週が進むにつれて、効果が記入

されるようになり、作戦に取り組む量の増加、苦手な項目へ

の挑戦、作戦を組み合わせるといった工夫がみられた。この

学びの作戦と対応した自己効力感の項目が向上した（表１）。 

表１ 対象生徒の学びの作戦シートの実行結果と自己効力感の変化の関連 

(3)社会的妥当性の評価：教員から、対象生徒の変容や効果

について肯定的な評価が得られた。管理職から、対象学級の

変容や教員の意識の変容について肯定的な評価が得られた。 

（考察） 

本研究では、学習面や行動面の困難や英語の苦手さをもつ

対象生徒が学びの作戦を計画し、実行することを支援した。

その結果、対象生徒は学びの作戦シートを実行し、その作戦

に対応した項目の自己効力感が向上した。このことは、教師

が対象生徒の「得意なことやできていること」からできそう

なことを提示し、対象生徒が選択した学びの作戦を実行した

ことで、自らの特性に合った学びの方法が明確になり、課題

に取り組むことができるようになったことから生じたもの

と考えられる。さらに、学びの作戦を実行する中で、次第に

作戦に取り組む量が増加したり、苦手な項目に挑戦したり、

他の作戦を組み合わせて実行したりした。学習支援の有効性

についても、教員や管理職にも肯定的に評価された。以上の

結果から、中学校英語科において、多様な特性をもつ生徒の

学びに向かう力を育成するために、セルフマネジメントに基

づく学びの作戦シートを用いて、生徒の得意なことやできて

いることから支援することが有用であるといえる。 
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